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甲佐町災害記録誌「熊本地震等の記録と災害復興への歩み①」
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甲佐町災害記録誌「熊本地震等の記録と災害復興への歩み①」
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災害の試練と教訓を
次世代へ伝えるために

　平成28年4月14日（木）から発生
した「平成28年熊本地震」、とりわ
け、４月15日（金）午前０時３分
発生の本町を震源地とする最大震度
６強の地震は、本町の多くの家屋や
施設に甚大な被害をもたらしました。
　住家では、町内の半数以上の約
2,500世帯が被害に見舞われ、発災
直後は多くの町民が避難所や車中で
の生活を余儀なくされました。
　また、農地をはじめとする産業基
盤や交通インフラ、学校などの公共
施設においても大きなダメージを受
け、町民の生活に多大な支障をきた
しました。
　ここに示すものは、本町の被災状
況や災害への対応状況などです。
　私たちは、今回の災害をただ単に
記憶としてとどめるだけでなく、被
災状況や対応状況などを収集・整理
し、災害から受けた試練と教訓を記
録として残し、次の世代に伝えてい
かなければなりません。
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町くらし安全推進室
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